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 花園の歴史の概略	
 

表２	
 花園全体の概要（H22 年度）	
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 集落の持続性	
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Abstract 
過疎化が進む山村集落は「再生」して地域活性化するのか、「撤退」して集落移転するのか、「延命」

して現状を維持していくのか、「消滅」の一途をたどるのか、今後の持続性を考える上で分岐点に

立たされている。そのような縮減化社会の中で「量やスケールに依存できない状況での質的転換に

よる生活環境の向上」を意図する地域づくりを「ホスピス型地域づくり」と定義する。花園の地域

づくりは、縮減化の中で変化に乏しい社会制度に対して、脱制度的または自然発生的な取組みによ

って質的転換をしており、それは縮小化していく生活環境を多様化していく。またそれらの取組み

によって生まれるコミュニティは複層的に絡み合うことで新たなアクティビティを創発している。

このような地域づくりのホスピス性は過疎集落の本質的な問題点を打開する可能性を秘めている。 
 
 
1.研究背景	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 1960年代の高度経済成長をきっかけに、都市化が進
み、山間部の集落はそれに伴い過疎化の影響を受けて

いる。そして生活関連施設の機能の低下、少子高齢化

に伴うコミュニティの衰退や移動難民の増加、地域固

有文化の消滅、２次自然の消滅に伴う災害の増加など

様々な問題点が浮かび上がっており、山村集落は縮減

化を迫られている。行政の施策としては施設開発など

地域活性化を意図する反面、市町村合併や都市的な制

度導入など、結果的に地方の山村集落を切り捨ててい

るのも事実である。そのような状

況の中、山村集落は「再生」して

元の活発な時期に戻すのか、「撤退」

して集落移転するのか、「延命」し

て現状を維持していくのか、「消滅」

の一途をたどるのか、今後の持続

性を考える上で分岐点に立たされ

ている（図１）。 
 	
 山村集落が縮減化していく中で、観光地化や施設整
備などの「再生」による地域活性化は、一過的な対策

であり、今後都市化が進む以上、地域の本質的な改善

にはなっておらず、持続性を考慮する上で効果が得ら

れにくい。また縮減化の中で、現状生活の質に依存す

ることは数的、規模的に限界があり、生活環境の悪化

を食い止める事は出来ない。つまり「消滅」の一途を

たどることになる。しかし将来「消滅」の過程にあっ

ても、縮減に合わせて生活環境を質的転換することで、

その質は担保され、環境悪化を防止することが可能に

なるのではないだろうか。 

2.研究目的とホスピス型地域づくりの定義	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 地域が縮減化する過程で「量やスケールに依存でき

ない状況での質的転換による生活環境の向上」を意図

する地域づくりを「ホスピス型地域づくり」と定義す

る。本研究を通して、その実態を把握し、今後の地域

づくりを行う上で、「ホスピス型地域づくり」の可能性

探り、その有用性を評価することを目的とする。 
3.調査概要	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
	
 本研究は、対象地の住民、行政関係者、地域施設関

係者への現地ヒアリング調査によって進めた。なお現

地ヒアリング調査は、対象地の組織や取組の実態、意

図、きっかけ、評価をはじめ、それの縮減化に伴う変

化を聞き出すものである。 
	
 対象地は多面的な地域の変化（表１）や特性がある

場所として、和歌山県伊都郡かつらぎ町花園（以下花

園）を選定した。花園は「花園梁瀬」「花園北寺」「花

園新子」「花園池之窪」「花園中南」「花園久木」の６つ

の集落から成り立っている。また花園梁瀬は中心地で

ある「敷地」を含め「中南」「滝

谷」「峯手」「古向」の５つの集

落がある（表２）。その中で、本

研究で主に調査を行った４つの

集落の概要を表３に示す。 
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人口	
 451 人	
 

全世帯数	
 214 世帯	
 

老人独居世帯	
 75 世帯	
 

老人夫婦世帯	
 41 世帯	
 

高齢化率	
 46.8%	
 

出生数	
 2 人	
 

死亡数	
 7 人	
 



表３	
 各集落の概要	
 

表４	
 花園の公営住宅	
 

表５	
 介護保険制度と社会福祉協議会	
 

 

 

4.過疎集落の変容と地域づくりの限界	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 生活、医療福祉、教育文化、産業仕事、公共観光な

どの地域を構成する要素は、集落の縮減化の中で多様

な変化を遂げている。その中でも地域施設などのハー

ド事業は変化に乏しく、制度などのソフト事業は変化

を妨げており、それが生活環境の質を低下させている。 
1）恐竜館と観光ニーズ	
 

	
 恐竜館がオープンしたきっかけは、平成４年に恐竜

ランドがオープンし、多くの客を収容したため、地域

活性化を図り、それに便乗して建設された。しかしオ

ープンして 16 年経過した今、客は半減しており、経
営は赤字である。住民の評価は、「何回も行きたい所で

はない」、「大人の楽しめる場所ではない」というもの

であり、観光ニーズにそぐわない施設となっている。

施設は花園支所が運営をしており、役場の意見として

施設の存続は今後の検討課題とされている。しかし、

施設を残す意図として雇用の場というのが大きく、そ

れが原因で閉鎖を引き延ばしているのも事実である

〈１〉〈２〉。現在２人が雇用されているが、２人とも

施設が無くなると、働く場所も無くなる。つまり恐竜

館の経営は、ほとんど客が来ない中、維持管理費や人

件費を消耗するだけで、現在、地域のお荷物となって

おり、一過的な事業であったということがわかる。 
2）北寺公営住宅と市町村合併	
 

	
 花園には、４つの公営住宅団

地が備えてあるが、その中の北

寺団地は居住率が低い（表４）。

その要因は平成 17 年の合併の
影響による家賃の高騰や、通勤通学場所の変化が大き

い〈３〉。家賃の高騰により、敷地に家を新築したり、

引越ししたり、または市街地の方へおりていったりす

る居住者が多かった。特に役場の職員はかつらぎ町役

場へ通勤場所が変わったり、小学生は中学校が休校し

たりしたので、それに合わせて移住する人が多かった。

合併という制度によって、そこでの居住条件や居住環

境が悪化し、現在では寂れた住宅団地となっている。 

 

 

3）花園保健センターと介護保険制度	
 

 花園保健センターは花園支所の保健師主導のもと設
置が決まった。施設の設置は、保健関連の取り組みを

行う時に集まれる場所をつくるという意図のもとで、

検診を受けられる場所、食生活を学ぶ場所として建設

された。施設は検診、機能訓練事業、料理教室などの

イベントを開催するのに利用されていた。そして内部

には介護用の浴室がついており、機能訓練事業ではそ

れを利用して訓練を行なっていたのだが、平成 12 年
度の介護保険制度導入後、保健師として事業を行えな

くなった〈４〉。そのため現在浴室は利用されないもの

となっている。このように制度の変化によってハード

事業は、それに対応出来ないという部分が生じている。 
4）社会福祉協議会と介護保険制度	
 

	
 社会福祉協議会は花園唯一の介護支援事業所であり、

介護保険事業をはじめ、高齢者生活福祉センター事業

など、花園の高齢者の介護福祉に密接に関わっている。 
平成 12 年度から介護保険制度が導入され、役場から
の補助金や委託金によって成り立っていた事業は、社

協自身で採算を取らなければならなくなった。しかし、

人口の少ない地域であり、他の地域とも距離があると

いうことから、営業をかけることが出来ないため、採

算が取れないというのが現状である〈６〉。そのため町

からの補助によって事業を維持している。花園の立地

条件から利用者が事業所を選択することが出来ず、ま

た新たな事業所が参入することが見込めない。そして

集落名	
 敷地	
 中越	
 滝谷	
 池之窪	
 

図	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

世帯数	
 104 世帯（H23）	
 19 世帯（H23）	
 9 世帯（H23）	
 3 世帯（H23）	
 
標高	
 360m（花園支所）	
 430m（中越集会所）	
 430m（滝谷集会所）	
 700m（池之窪集会所）	
 

敷地との	
 
標高差	
 0m	
 +70m	
 +70m	
 +340m	
 

■介護保険制度導入の影響	
 
〈６〉平成 12 年から介護保険制度になったんで、デイサービスでもヘルパーでも居宅支
援でも、全部ほんまは自分ところで採算とらなだめなんですね。今までやったら補助金
もろうて、その中で委託金もろうて委託の中で、事業を行ったのが、（介護保険制度導入
後）ひとりにサービスしたら、保険、お金もろうてっていう中から、事業の維持費も、
また従業員の給料関係も全部儲かってこそ、いけるんであって。うちのところの場合は
やはり、その地域的な問題もあって、言うのは辛いんですけど、採算ちょっと取れない
んですよ。採算取れないっていうのは、今までから、委託金っていうんかな、そういう
カタチで介護保険まできてたでしょ。そういう中から村にも理解してもらいながらきて
たんですけども。介護保険になってったら、やっぱり民間なんよ。自分でやっていかん
なっていうカタチになる。でもうちらとしたら、どんどん営業をかけて、仕事とりにい
くっていうことも、出来やんのですよ。（社協代表者）	
 
〈７〉介護保険制度の中では決められた事しか出来ないので、例えばヘルパーさんとか
だったら、利用者さんがここも庭の大掃除とか草引きしてよとかって言うても、それは
ヘルパーさんの仕事じゃないんで。（ホームヘルプ職員）	
 
■社会福祉協議会花園支所の設置の意味	
 
〈８〉介護保険でお金はとっとるけども、それを利用したい事業所がけえへんっていう
カタチになってたら、町も問題あるんで。保険料もろうて、何やしとんやけども、実は
使おうと思ったら、来てくれる事業所ないって言うたら、町も難儀やし、また利用者も
出来やんっていうことで、ここ（社協）をどないか維持せなしゃあないということで、
まあ今までずっとやってきてるって部分もあるし。他所の事業所がくるんやったら、別
にそこまでして社協にお金出してまでさんでもええっていうのが、まあ普通考えますわ
な。ほやけどもそれが無い地域なんで、やっぱり花園の人が利用できれへんだら、難儀
さんなので、どないか維持、補助を出してでも維持するっていうことで、ちょっとプラ
スアルファ頂いてるんですよ。（社協代表）	
 



表６	
 ハード事業の概要と施設の評価	
 

表７	
 保健師の脱制度的な付合	
 

事業所は制度によって決められた作業しか行えないた

め、住民との関係性は希薄化する〈７〉。このように制

度の変化によって、過疎地の介護事業は成立していな

いということがわかる。現在、社会福祉協議会が花園

に設置してあるのは、介護保険料を支払っている住民

にサービス受けさせるための行政の口実であり、事業

所側も住民側も厳しい状況にあることがわかる〈８〉。 
5）梁瀬小学校と予算制度	
 

	
 梁瀬小学校の設備や備品関係は、周辺の僻地小学校

と比較しても充実しており、更なる向上は望んでいな

い事から、現在の小学校の予算は余っている。それは

配当される予算を児童数に割ると、他校より高いため、

設備備品に多くの資金を投入することが出来るからで

ある。そのため予算を図書など学習のために活用する

ことも出来るが、使い道が無くなっているのが現状で

ある。資金を投入しても、学校に来る児童が少なく図

書館などパソコンが余っており、設備の充実化による

児童数増加は望めないということがわかる〈５〉。 
6）地域施設・制度の評価	
 

	
 表６のような地域活性化を目的としたハードの事業

は縮減化に伴う変化に乏しく、地域づくりにおいて一

過的であり効果が得られにくいということわかる。ま

た介護保険制度のように、都市化に伴う制度の導入は、

縮減化社会においては不適合であり、質の転換を妨げ

る要素になりうるということが考えられる。 
5.過疎集落の縮減化と質的転換	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 集落の縮減化の中、変化に乏しい地域施設や制度に

対して、脱制度的な取り組みや自然発生的な取り組み

によって、生活環境は質的転換を遂げている。 
事例Ⅰ児童 Dm と駐在さんの新たな関係性〈９〉~〈25〉	
 

	
 小学校の児童数減少により、多様性に満ちた児童の

放課後の遊びは、画一的なものに変化している。その

ような遊びの縮減化の中で、梁瀬小学校の児童は花園

駐在所に在駐する巡査（以下駐在さん）と交友関係を

持つことで新たな遊び環境の創出を行なっている。小

学生同士の遊びの枠を超え、交友関係が地域に広がる

ことで、多様性に満ちたアクティビティを創出してい

る〈16〉~〈23〉。それは以前の駐在さんが築き上げ
た地域との親密性〈９〉、現在の駐在さんが地域の子供

を受け入れるという順応性〈12〉〈13〉によって実現
している。また巡査の業務の自由度が高さ〈14〉〈15〉
も関係づくりの大きな要因となっており、業務を超え

た、脱制度的な子供との関係性を生み出している。交

友関係が深まるに連れ、本来の遊びという目的から、

学校行事の参加などに見られる愛情に溢れた関係性、

学校との多様な関係性へと発展している〈24〉〈25〉。 
事例Ⅱ健康教室から生まれる自律性〈26〉~〈38〉	
 

	
 縮減化に伴う生活環境の質の低下に対して、花園支

所の保健師は、業務を超えた脱制度的な住民との付合

いを通してその質を担保している。一極集中型の効率

化が追求される現代の医療に対して、複合的で愛他性

に満ちた住民との関係性を築いている〈57〉~〈62〉。 
 
■訪問計画	
 
〈57〉朝から連絡があって、そこに行かないと行けないケースだとか、というのもある
し、今日はどこどこへ出かけて、介護保険の調査に行かないと行けないだとか、そうい
うのがあるのでその訪問へ行くときに計画の中で、今日はどこへ行こうというのを立て
てそれで回っています。保健師の活動はこの地域の住民全部ですから。でも一人でそん
なには無理だから、計画は立てて、優先順位を決めて、回っています。（保健師）	
 
■金銭管理の手伝い	
 
〈58〉小さな郵便局があったのに統合してしまったので、人員を減らされていて、だか
ら安否確認したりとか、ちょっと来てよと言われて行ける人がいなくなってしまった。
配達の距離がすごく長くなってしまって、それで精一杯になってしまったりだとか。（だ
から）ちょっとお金下ろしたいだとか、ちょっとお金入れてくれないか、という仕事が
できなくなった。保健師の仕事ではないし、お金を預かるのは良くないけども、郵便局
に行けないとか、銀行に持っていけないとか、なってくるので、訪問に行ったときに、
一緒に頼まれる事が多い。本当はお金をさわるのは良くないんだけど、ヘルパーさんな
んかも絶対断っていて、触ったらいけないということになっているんだけども、そんな
こと言っていたら、みんな困りますもん。（保健師）	
 
■電話での救急対応	
 
〈59〉救急とかなんかあったときは、呼ばれるんです。それで現場行って、本人がどん
な状態っていうの確認して、支所へ報告して、それで病院探してもらう。夜間とかは、
救急対応の人も合併してから雇ってもらっていて、それまでは夜間も役場の職員は対応
していました。夜間職員は病院探して連れて行くというものでした。車が無いからとか、
タクシーも無いですからね。（保健師）	
 
■入院先からの電話	
 
〈60〉もう家帰っても電話もくれるし、休みでも電話もくれるし、だからそれはもう仕
事どうこうじゃないからな、人間同士の付き合いかなと思うとるし、それにちょっと医
療を知ってるから、電話くれるんやなって思うこともあるし、人間関係の上手くいかな
い部分で電話くれることもあるし、精神疾患の人も病院からちょこちょこ電話くれるし。
朝夕問わず連絡くれるし、電話くれた時にやっぱり調子が悪いなとかゆうのがよくわか
る。ちょっと調子戻ってきたなとかわかる。でもそれはもう本当に拒みもせえへんし、
なんかあるんやなと思って受け止めるんやけども、そういう関係は大事にしたいかなと
思ってる。（保健師）	
 
■休日の病院訪問	
 
〈61〉まあ気になったら訪問するもんな。休みの時でも、やっぱり調子の悪い人がずっ
とおって土日とか祭日とかはさんでも、どないしよるかなと思ったら、見に行くもん家
からでも。病院のぞきに行ったりとか。そんな仕事関係ないんやけどなと思う。でも気
になるから行く。今日はこんな仕事で行っても、来たついでによろかって、気になった
ら。言えへんけどね、上司には。だからそれは自己満足なのかわからへんけど、でも気
になって、ほっと出来たらうれしいし、まだ他に問題もあるかもしれないから、行った
時にまたいっぱい問題もろうて帰ってくるっていうこともあるから。（保健師）	
 
■趣味の付合い	
 
〈62〉誘ってくれた時はな、一緒に参加して、良かったよって思うかな。自分も一住民
としてっていうんか、人として。今日はコンニャクつくろうかっていうて一緒につくっ
たりとかは。ケーキつくろうかって一緒にしたりとかっていうのも、別に休みの時とか
でも、どっか遊びに行くとかでも、一緒に行ったりとかってゆうようなこと、仲もええ
んかもね。（保健師）	
 

施設名 恐竜館 北寺公営住宅 花園保健センター 梁瀬小学校 
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完成年 平成 7 年 平成 8 年 平成 9 年 昭和 37 年 

場所 有中 北寺 敷地（梁瀬） 敷地（梁瀬） 

評価 

〈１〉まあ雇用の場にもなってるんで。あ
そこ閉めたら今までおった人の雇用が無く
なったりするんで、雇用の場をつくるって
ことで。これからはほんまにどうなるかわ
からないんですけど、今のところはまあ赤
字でも続けてる感じやね。（役場職員）	
 
〈２〉役場の続けるかっていう判断で私ら
に聞かれても、もう閉めるからやめてくだ
さいよって言われればそれまでだし。まあ
開けてくれてるから、仕事もないし来さし
てもろうとるけど。ここ経営して黒字でっ
てそんなの無理な話で。（館長）	
 

〈３〉（公営住宅について）昔はだから北
寺もいっぱいやったと思うけどね。坂田さ
んは（敷地に）家建てはったしね。だから
ね、（合併して）家賃が高かったらしい。
だから坂田さんのところって公務員公務員
でしょ、役場職員、役場職員や、旦那さん
も奥さんも。そうなったきたら、かなり家
賃高いんやて。そこの北寺の住宅へ住んど
ったけど、子供が中学校へ上がるのに合わ
せて、もう下へ降りたとかね、そういう人
もいてはるし。あそこは今ほんまに人居て
ないんちゃうかな。（20 代住民）	
 

〈４〉（保険福祉センターをつくった意
図は）検診と機能訓練とか健康教室とか
そういう場所が無かったので、みんなが
集まれるとか。（現在の評価は）介護保
険制度始まるまではずっとそれが利用で
きて、ああいいなと思ってずっとやって
たけども、介護保険制度はじまってあれ
があかんようになったから、機能訓練事
業できなくなったから利用することが今
無いんやけども。でもあって良かったな
って思ってるよ。今は使えないけどね、
お風呂とかも使えないけどね。（保健師）	
 

〈５〉（学校設備は）ここが（周辺の学校と
比べても）ピカイチと思います。色んな備品
関係とかそんなのも。予算関係もやっぱり小
さな学校ですけども、町の方から手厚く予算
頂いてます。（大きな学校は）例えば一般所
望とか、教材所望、何十万とかもらってるか
もわかりませんけど、子供の人数割にすれ
ば。うちは毎年 30 万ぐらいの教材備品って
いうのは、もろうとったんやけども、もう十
分ありますから今回は結構ですよと。それが
言えるくらいの備品というかね、揃ってるっ
ちゅうことなんやけど。（校長先生）	
 



表８	
 縮減化と質的転換の事例	
 

 
 

 
 

事例Ⅰ 事例Ⅱ 事例Ⅲ 事例Ⅳ 

児童 Dm と駐在さんの新たな関係性 健康教室から生まれる自律性（滝谷） 孤立集落の自然発生的コミュニティ 移動手段の形式化 

       

■経緯	
 
〈９〉今のポリさんも変わって、まだそんな
に経ってないんよ。ほんで前に駐在所にいて
た人が若い人だったんですよ。それで前のポ
リさんって結構すごい回ってたから、ここへ
も上がって来たりしたし。それでまあ若かっ
たしで、僕らもまあまあちょこちょこ、会う
て話するし。それでその頃そのポリさんから
Dm も（遊んでいた）。その今のポリさんの前
のポリさんとそういう遊んでたって言うのが
あって、それを多分継いでるんやと思うんよ。
（梁瀬住民 20 代）	
 
〈10〉（駐在さんと遊んでいなかった頃は）
は小学校にいっぱい友達おったから（その子
たちと）ずっと遊んどった。でもほぼ転校し
た。一年から三年ぐらいまで（５人で）ずっ
と遊んどった。（皆転校したから駐在所に行
った）。（児童 Dm）	
 
〈11〉（駐在所行く前は）特に誰とも遊んで
ない。（友達相手が欲しかった）。（児童 Dm）	
 
■児童 Dm と出会うきっかけ	
 
〈12〉僕も野球やってたんで、キャッチボー
ルからはじめて、野球好き同士やからだと思
います。（駐在さん）	
 
〈13〉前の駐在さんもなんか遊んでたんです
よ。前の人の紹介で、引継ぎと言うか、子供
少ないんで、遊んじゃってよって言うことで。
（遊ぶ）相手おったらこんなところ（駐在所
に）来んと思うんですけどね。（駐在さん）	
 
■駐在のさんの日常の仕事	
 
〈14〉（派出所の管轄で）事件とか事故無い
んで、出来るだけ（子供たちと）接するとい
うか、見てるんで。（駐在さん）	
 
〈15〉（普段の仕事は）何もやってないです
ね。（仕事は）大体夜がメインに動いてます。
どっちかというと昼間よりも悪い人は夜中動
くと思うんですよ。昼間は遊んでます。（駐
在さん）	
 
■児童 Dm と駐在さんの交流実態	
 
〈16〉（今は）まあ遊び相手いてるから（全
然寂しくない）。（学校終わったら）たまに
ゲームしてるけど。（でも）ほとんどここ（駐
在所に）来てる。（児童 Dm）	
 
〈17〉野球とかよくするんですけどキャッチ
ボールとか。大体遊んでますね。（駐在さん）	
 
〈18〉（学校がある日に子供が来るのが）だ
いたい４時ぐらいに来て、５時ぐらいまでで
すね。一時間ぐらいです。だいたいこっち（ケ
ン坊）の子だけですけど。（駐在さん）	
 
〈19〉特に男の子なんか時間あったら行っと
る可能性ありますね。キャッチボールやった
りとかね、ここへ来て。だから仕事中はあか
んでっちゅって言うとるんやけど、勤務時間
終わった時とかにキャッチボールやったりと
かね。（校長）	
 
〈20〉駐在さんもその勤務が例えば８時から
５時とか、こんなんキチッと決まってないん
でね、昼から休みとかそんなんあったら、昼
ここ来て一緒に野球やったりとかね。（校長）	
 
■アミューズメント施設での遊び	
 
〈21〉（沢山は）行かんです。滅多に行かん
です。（この前はたまたま）。（本当は出向
いたりは）したくないんですけどね。（ラウ
ンドワンに行くのを）もう強請られました。
（行くきっかけは）ぼく休みだったんですよ、
丁度（その日に）。どこか行くかと、冬休み
やし（って言ったら）、ほいたら（子供が）
なんかラウンドワン行くとか。（駐在さん）	
 
〈22〉おれ（駐在さんとラウンドワンに行っ
たこと）日記に書いてあるもん。（ラウンド
ワンで）スケートもおもろかったよ。おれら
こけまくったよ。（児童 Dm）	
 
■スポーツセンターでの遊び	
 
〈23〉バドミントンにこってるから、（スポ
ーツセンターに連れて行ってもらった）。二
人ラケット（一万円で）作ってもらった。（児
童 Dm）	
 
■駐在さんの学校行事への参加	
 
〈24〉（学習発表会などのイベントは）誘わ
れたら、参加しますね。運動会も参加しまし
たね。（参加する意図は）何にも無いですね。
（参加したイベントは）餅つき大会とか、授
業参観とか。（参観日に行くきっかけは）一
回見ちゃってよって言われてですね。算数に
なると（子供たちの）この勢いがなくなるん
でですね、その顔を見ちゃってよと（言われ
た）。基本は（誘われるから）。友達感覚で
すよ。（駐在さん）	
 
〈25〉学校行事あったら、よく来てもらうし
ね。運動会もそうやし、今度餅つきもするん
ですよ。キャンプとか。何かあったらアカン
から時々見回りにきてっちゅうて、見回りに
来てよと言いながら、ちょこっと覗いてよっ
ちゅうて。だからお巡りさんも地域とつなが
りっちゅうんかね、大事にしたいっちゅうこ
ともあって、小学校ばっかりでないんやけど、
そんな関わりもね、子供たちにしてくれると
思うんです。（校長）	
 

■保健師が掲げる健康教室の意図	
 
〈26〉（健康教室は）私のおる間はするけど
も。だからその間でリーダー的で若い人で引
っ張ってくれそうな人を見つけて、私が行か
なくても、またしようかしようかって言うて、
そこへ集まれるような人を作るのが目的よ。
（保健師）	
 
〈27〉まあみなさんの健康状態を見るとか、
認知症の、ちょっと出てないかとか、変わり
なく元気なのかどうかっていう把握もせんな
んねんけども。だからそこの地区が元気でみ
んな元気にすこやかにおれるかってなった
ら、そういう集まりを開いた時に寄って来て
楽しくその時間をすごせるとか、自分の気持
ちをみんなの中で話が出来る、一人暮らしで
あっても。（保健師）	
 
■住民が健康教室に参加するきっかけ	
 
〈28〉まあ弓庭さんがな何かしようか、こん
なんやっちゅうて言いよるさかいに。保健に
ついてのね相談やとか話し合いっていうのは
もう弓庭さんが何かにかけても肩にかかっと
って、進めてくれるんよ。今日１時からやろ
うかって、頭の体操しようかって連絡くれた
りね、弓庭さんは細目にな。（滝谷住民 80 代）	
 
■住民が健康教室に参加する意図	
 
〈29〉年寄りの手や指動かさなんだらね、や
っぱり頭ボケてくるやろ。（滝谷住民 80 代）	
 
〈30〉行った限りはね、完成せなんだらしゃ
あないから。（滝谷住民 80 代）	
 
■住民の健康教室に対する評価	
 
〈31〉集会所で２時間話すほど、座って足が
痛いし、座っておったら腰や痛うなってくる
しな。ああしんどいなってみんな終わったら
やれやれやって足伸ばして戻ってくるんよ。
そやけどまあ顔を合わしたらな、皆これでや
っと終わったなっちゅうて、笑うんやけどね。
しんどかったけど良かったなって終わる。や
り始めたらもう放るわけにいかんさかいな。
（滝谷住民 80 代）	
 
〈32〉これ完成するまでっと思うて楽しくで
きよるわ。どんな格好になるかと思うたらね、
せなしゃあないなって。元気でおったらやね、
どこも悪いこと無かったら参加しようかなっ
と思っとるんやけど。（滝谷住民 80 代）	
 
〈33〉世間の情報があんまり入ってこんのよ、
この花園のね。花園の情報があんまり家でば
っかりいてたら入ってこん。そいたら３人か
４人寄ったらね、やっぱり情報は色々な入っ
てくるからね。あの人入院したとか、この人
どうやとか、あの人離婚したとか、あっこの
子が離婚したとか、あっこでこんな結婚した
んとかっていうのよ。（滝谷住民 80 代）	
 
■自主的健康教室の実態	
 
〈34〉折り紙（折る時は）弓庭さん毎日来れ
んもんな。（折り紙で折るのが）残っとった
らな、しゃあないさかい。こんだけの型を拵
えようと思ったらやね、半分しかいってない。
ほいで弓庭さん来るまで待っとってもしゃあ
ないから、自分らで相談してもうてやね、教
えてもらって作るわけよ。（滝谷住民 80 代）	
 
■自主健康教室の意図	
 
〈35〉中西さん（講師）と保健師さんと（健
康教室に）来てくれたらね、肝心なところ見
てくれるやろ。それやなしに、ただ色紙折っ
て、それノリで貼り付けるまでのカタチ作る
の、それやったら自分らで、折るだけやった
ら１日でも２日でも折れるんよ。（自主的に
折り紙を折ることは家でひとりでも）出来る
けども、集まってしたしがな、面白いもんな。
やっぱりな、色々話しながらしたら楽しみも
あるしな。うわさ話も出てくるし。家でやっ
たら一人ポツンとおったりな、家の父ちゃん
と二人おるだけやったら、何もならないしな。
（滝谷住民 80 代）	
 
■担い手 Me の存在	
 
〈36〉（みんなに呼びかけるのは）Me か俺か
やもんな。（Me は）若いし利口なさけな、何
かも（やってくれる）。（何か集会を開く時
は Me に）頼むっちゅうことはないけど、どう
やろうって相談したらやね、うちが一回連絡
しとくわって言うてくれる。（滝谷住民 80 代）	
 
〈37〉引張役がおったらね。（折り紙を折る
のに）雨降ったら今日昼から寄ろかっちゅっ
てね。（折り紙）やりかけとんの、あれする
かって電話でね、話し合いして、それで行こ
うかっちゅて皆集まるんよ。（滝谷住民 80 代）	
 
■自主健康教室に対する住民の評価	
 
〈38〉（自主健康教室について）そのうち Me
と Kt とはまだ若いんよ。あの子ら、60 にな
ってないもんな。あの子らに引っ張られてね、
年寄りはヨタヨタと出ていくんよ。（集まっ
て）世間話したりな、ここどなんしたん、こ
んならええ言ってもうて、ほいて目の悪いお
ばちゃんもおっちゃんもメガネかやなんだ
ら、どこへ差し込んだらええやらわからんっ
て言よら。ほいで遠慮のないもんが寄ってな、
気ままなことしたら、やっぱり口も動いてく
るな。（滝谷住民 80 代）	
 

■経緯	
 
〈39〉（寄合が始まったのは）まあ私ら
の代からやな。私らも若い時はそんな事
して遊びに行かへんらよ。雪が降っても
ワラゾウリつくったり、繕い物、何かの
やぶれたら継ぎ当てて繕いっちゅうの田
舎はしたのよ、冬雪が降って何にも出来
ん時は。そういう事をして、あんまりみ
んなで遊びに寄るっちゅうこと、昔はせ
なんだみたい。今と違うて、米も自分の
家で、臼でつかんなんし、電気がないさ
け、洗濯も手でせんなんし、何もかも手
でせんなんさけ、そんな遊ぶ余裕が無か
ったやろうと思うわ、昔は。今やったら
道楽すればな、そんなして機械やしてく
れるさけ、遊ぶ機会があるけれど、私ら
嫁に来た中には、うちのおばあちゃんら
そういう事は、一回もせなんだな。（池
之窪住民 80 代）	
 
■冬の寄合が始まったきっかけ	
 
〈40〉やっぱし男ら（旦那さん）おった
らね、家の事せんなよ、ほっとくわけに
いかんしな。（自分は旦那さんがいるか
ら）わしは一人の者らと同いに思うてほ
っといて怒られるんや、いつまで遊んど
んのやっちゅってよ。（池之窪住民 80 代）	
 
〈41〉集会所が出来てから、寄るように
なったけども。集会所ができるまでは、
この家へ来かけたら皆が来る。また Nk 家
へ行きかけたら、Nk 家へ行く。あんなに
回ったのよ。（集会所が出来る前も集会
はやっていた）。私らの代になってから、
もう年寄って、そないガサガサと仕事せ
んようになって。まあ言うたら雨降って
も、何かせんなっていうことが無いさか
いに、昔みたいに。ほいで（集会）する
ようになったわな。（池之窪住民 80 代）	
 
■冬の寄合を行う意図	
 
〈42〉（参加の意図は）暇つぶしみたい
なもんじゃな。（池之窪住民	
 80 代）	
 
・何処の家にも人がおらんさけ、今は一
人ばっけえつくんと、テレビばっけえ見
ても面白いないしで、寄らんか、行かん
かって電話誰からきたら、寄って行って
しゃべくるのよ。（池之窪住民 80 代）	
 
■冬の寄合の実態	
 
〈43〉まあ姉妹みたいなもんじゃわ。（冬
の間）３回か４回寄るだけやけどね。み
な銘々用事あるさけね。（冬の集会には）
お菓子持って行ってね、食べてよ、そし
て話して、エロうなったら、また横にな
って寝るようなことよ。話すっちゅった
ってな、世間話やな。世間って言ったっ
てこっちでおったら、世間がどんなんじ
ゃら何やら知れへん。（池之窪住民 80 代）	
 
〈44〉大概 Nk のおばちゃんが電話くれて、
ほいてみんな寄って行って、喋くるの。
まあ世間話とか、大体そんな話しやな。
エエ話も賢い話もでんわ。お菓子とか持
って行ったり、まあしゃべり出したら、
みんな寝そべって休んだりするさけ、も
う夕方暗うなって、道が分からんってい
うまで、座っとる。昼食べてから２時頃
からやさけ、２時頃から集まったら、５
時から、まあ６時頃まで座って。何か一
人用事があって、はよ足あげたら皆その
ようにするし、何となしにコタツへ寝そ
べって遊んでしまう。まあそれはほんま
に雪が降った冬だけの出来ることやさか
い。夏らは底足しの草刈ったり、草ひい
たりせんなんさけ、そんな事して遊びに
行かへん。冬の雪の積もった時だけ。（池
之窪住民	
 80 代）	
 
■冬の寄合に対する評価	
 
〈45〉（冬の寄合がある日は）決まって
ない。雪が降ったときか何だら無かった
らね、雪が降るか雨降かな、何時っちゅ
うことは決まってないんよ。決まっとっ
たら楽しみやけどね。これしといてまた
行こうと思ってね、行くのは良いけどよ。
一個も決まってないさかいね、寄ったら
楽しみじゃけどよ。冬はな、何せんなん
っちゅうことは無いさかい、エエ事よな。
色々話聞いたり。たまに（集落の中でも）
何しとったら分からんこともあるさかい
な。まあね兄弟みたいなさけよ。仲のエ
エことは仲のエエ。（池之窪住民 80 代）	
 
■リーダーNk の存在	
 
〈46〉（冬の集会について）Nk さんがね
（電話で）行こかって言うたら、ほんな
行こかっちゅって行くような調子やよ。
やっぱしね、何処にも親方ちゅうのおる
やろ。わしらの言うことだったら聞いて
くれへな。（池之窪住民 80 代）	
 
〈47〉あの人利口なさけな、人には文句
言えるわよ。（年齢は）わしと一個おき
の。やっぱし小さい子と一緒でね、年上
ないと立てらな上手いこといかんわな。
（池之窪住民 80 代）	
 

■白タクの経緯と池ノ窪の地域性	
 
〈48〉私ら（池之窪）はその特別遠いやろ。あの
下らやったらバスへ乗って橋からちょっと歩くぐ
らいやったら、そんなん雇わんでも帰れたけど。
私らは池之窪はあの下歩いてくるのはだいぶかか
った、昔は。一時間かかった、歩いてくるのに。
迎えに来てもらう時と、行きしなには何かうちの
お父さんらやったら勤めとったけ、その車へ乗っ
て行って、帰りには（白タクに）送ってもらう。
お父さんら晩方まで来れんさけ。まあ行くときも
（車が）無い時は、迎えに来てもろうたの、電話
で頼んで。（池之窪住民 80 代）	
 
〈49〉（白タクは）他の人にはしない、こっちの
人だけ、うちら特に不便なさけ。あの下の人ら（国
道 480 号線沿いの集落）はバス（有田鉄道）使お
うと思ったら使えるさけな。うちらだけ余計他所
の車の世話にならんなんよ。（池之窪住民 80 代）	
 
■口コミによる運転手の出現	
 
〈50〉（白タクの運転手をやるのは）立候補っち
ゅうことは無いけど、誰々さんが連れてってくれ
るって言うたらみんなその人に頼むんよ、（最初
は口コミで料金など広まる）。（白タクの運転手
は）３人か４人おったの、そうやって乗せてくれ
る人らが。ほいで良かったのよ。ほいで無かった
ら、池之窪は特別あの下から歩いて来んなんさけ
ね、バスがあったってわしらバスよう乗らなんだ。
バスへ乗って降りたって歩いてこんなやろ、上ま
で。ほいでそういう（白タクの）おじさんら頼ん
で連れて来てもろうた。（池之窪住民 80 代）	
 
■白タクが生まれたきっかけ	
 
〈51〉昔は車無かったさけな。バスの時やら、お
父さんに乗せてもうて行ったり来たりする間は
（白タクは）無かったけども。車が他所のもう年
のいった仕事せんおじさんらが、車運転できるお
じさんらが、何人もおってくれたんで、ちょっと
そこまで行ってくれるかい、うち送って欲しいわ
って言うたら、送ってくれることをするおじさん
ら２、３人おったの、車へ乗してくれる人が。本
当は白タクの免許もないし、したらアカンことや
けども、ちょっと車の無い不便なとこ（池之窪）
やさけ、ちょっと乗せてって欲しいって言うて、
ちょっとお金渡したら、遠慮無しに乗れるさかい
に。そんな金らいらんわ、もう親戚やし向こうも
取るの悪いと思ってとらなんだら、何か品物買う
て、またちょっとお礼したり。（それが始まった
のは）水害後やけ、昭和 30 年ぐらいからこっちで
な（道がついたぐらいに）。（池之窪住民 80 代）	
 
■白タクの利用	
 
〈52〉自分で好きな事やったら、今でも Iu のおじ
さんに。普通はもうお医者さんへ行くとか、農協
へ行くとかって言う時は、福祉の人に頼むの。た
だ（無料）よ、福祉の人は。（だから事足りない
事だけ、どうしても行かないといけないことだけ
Iu さんに頼む）。まあ何か事が起こったら、車や
れやれやな。（頼みづらい部分は）普段助け合い
するさけ、世話になるさけ、ほんならまた連れて
行くわっていう風になるんやな、田舎の人ってそ
んなもんよ。Iu さんには私ら少なくともお金渡す
の。大体決まってるから、昔から。白タクってい
う他所のおじさんらにちょっと世話になったら。
（池之窪住民 80 代）	
 
■白タクの料金設定	
 
〈53〉今でも私ら Iu のおじさんにこの下（敷地）
までやったら 1000 円。お通夜行くときは、Iu の
おじさんに初めは 500 円やったんやけど、この頃
1000 円払うんよ。あのお通夜にこの下（国道 480
号線）まで葬儀屋の車が来てくれるとこまでな。
ほいで梁瀬までやったら買い物したり遅うなるさ
け 2000 円払うとか。そういう風に自分らで勝手に
決めて、相手がなんぼくれとは絶対言わへんよ、
よう言わんのよ。もうずっと昔の梁瀬のおじさん
らみたいに決めて、誰にもかれにも乗せてお金も
らう人らやったら 1200 円 1300 円って決まっとっ
たけど。（池之窪住民 80 代）	
 
■白タクの運転手の意図	
 
〈54〉82、83 歳までの人やったら、仕事は出きん
でも車の運転は出来るはな。ほいたらその人らも
そんなもんで、毎日引っ切り無しで雇われていく
んじゃないさけ。まあ言うたら小遣い儲けって言
うんか、みんな乗せて乗せてって言うて。足の無
いのは困るさけ、乗せてくれるっちゅうだけの事
で、仰山お金儲けるっちゅう意味ではないのよ、
あのおじさんらも。誰かに頼まれたときにだけ行
くっていうこと。（池之窪住民 80 代）	
 
■現在の白タクの運転手	
 
〈55〉夏はね、Iu さんっちゅうおじさんが一人田
つくったり、山が財産がこっちにあるんで、来て
おんのよ。ほいたら冬は向こうへいつでも帰るん
やけど、奈良へ。今年はおってくれるんで。（池
之窪住民 80 代）	
 
■白タクの利害関係	
 
〈56〉（白タクは）お金いるからちょっと遠慮も
いらないし。お金とってくれん人やったら遠慮で
ね、二回も頼めやん。私の従兄弟ら梁瀬でおるけ
ども、ほいでどこどちょいと乗せて行ってって言
ったら、乗せてくれるんやけど、お金とらんの。
いらんっちゅうんよ。ほいたらもう２回目が頼み
にくいのよ。（池之窪住民 80 代）	
 



【白タク】営業許可を受けず、自動車を使
ってタクシーを営業する車の事。	
 

表９	
 保健師の健康教室に対する意見	
 

表 10	
 Lf の体験学習参加による派生コミュニティ	
 

図２	
 白タクの料金とルート	
 

	
 保健師の取り組みの１つとして、高齢者に対する健

康教室を行なっている。それは高齢者の健康チェック

を意図しており、折り紙などの作品づくりを通して集

まる場所を設けている〈26〉~〈33〉。またそれと同
時に縮減化が進む中で集落を引っ張っていけるリーダ

ーを育成し、そのリーダーによる自主的なコミュニテ

ィの形成を目指している。その事例として、滝谷では

保健師主導で行われた健康教室が、自主的なアクティ

ビティへと変容を遂げている〈34〉~〈38〉。折り紙
を折るという行為に対して、そこから派生する交流関

係〈33〉や健康意欲から、達成感や満足感〈31〉、期
待感〈32〉を生み出し、それらが自主性へと質的転換
している。またそれにリーダーMe の存在〈36〉が加
わり、集落の団結力をかきたてている。自主的健康教

室の臨時性〈37〉やイベント性は、画一化していく生
活環境を多様化する〈38〉。それはコミュニティの縮
減化の中での対策で行われた他律的コミュニティの形

成から、自律的コミュニティへの変容であり、保健師

はそのコーディネートに務めている（図３）。 
事例Ⅲ孤立集落の自然発生的コミュニティ〈39〉~〈47〉	
 

	
 池之窪は世帯数３世帯、住民票のある住民が４人と

それに加え二地域居住が１人いる。３世帯の家族構成

は、夫婦世帯が１世帯と独居の女性が２世帯である。

住民は全員 80 歳を超えており、移動困難地域である
ため、まさに「陸地の孤島」であるといえる。旦那さ

んが亡くなるなどの家族の縮小〈40〉や、住民の減少
によって、多様性に満ちた人付合いの中での生活から、

生活要素が削られ画一化が迫られている。特に寝雪が

積もると農業をすることが出来ないため、家に閉じこ

もる生活になる〈39〉。このように数的、生活要素的
な縮減の中で、池之窪に在住する３世帯は、冬期に寄

合を開くことによって、生活の多様性の再生が行われ

ている。それは独居の画一的な生活環境を打開し〈42〉、
寄合の臨時性や柔軟性〈45〉からもみられるように、
近所付き合いを超えた家族的な付合いへと発展してい

る。またそれらの付合いの中から生まれるリーダーは、

その自律性〈46〉〈47〉から、物事を起こすきっかけ
となり、集団もまた自律的なものとなる。その地域性

から、集団意識が強く、自分たちで悪条件を打開する

という団結力を生み出している。（図３） 
事例Ⅳ移動手段の形式化〈48〉~〈56〉	
 

	
 池之窪は標高が高く立地条件が悪いため、交通アク

セスは自動車移動が必須である〈48〉〈49〉。しかし自
動車の運転が出来ない住民は近所の移送サポートが必

要であるにも関わらず、運転出来る住民の減少により、

現在は社会福祉協議会移送サービスの要件に当てはま

らない人付合いやお見舞い、葬儀などの「事足らない

事」〈52〉は移動が困難な状態になっている。そこで

新たな移動手段として「白タク」が生み出された〈50〉
〈51〉。池之窪は移動機能の縮減化の中で、移動補助
という柔軟性のある近所付き合いを一般化、形式化

〈53〉することで、その利便性や移動の自由度を確保
している。元々近所付き合いで「お互い様の精神」や

「助け合いの精神」〈54〉で行われていたものから、
あえて利害関係〈56〉を生み出すことで人付合いに秩
序を持たせている。元々の田舎の親密性溢れる人付き

合いから、一歩距離を置くことで新たな関係性を生

み出している。そうする

ことでお互い親密な関

係を持続しながらも、

移動機能のみを重視し

た人付合いを形成する

ことが可能となってい

る（図３）。 
6.質的転換とコミュニティの特性	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 事例Ⅰは児童 Dmとの自然発生的な出会いから、駐
在さんの脱制度的な取り組みによって、コミュニティ

が形成されている。事例Ⅱは保健師の脱制度的な取り

組みから、健康教室を介して自律的なコミュニティを

形成している。事例Ⅲ、事例Ⅳはその地域性から自然

発生的にコミュニティが形成されている（表８）。 
１）池之窪の自律性と滝谷の柔軟性	
 

	
 事例Ⅱと事例Ⅲはリーダーを中心に自律的コミュニ

ティを形成している部分では共通しているが、その発

生要因が異なっている。そのため事例Ⅲは、事例Ⅱと

比較して集団意識が強く、自律性が高い。池之窪も滝

谷と同じように、保健師による健康教室を開催したの

だが、それを受け入れていない〈63〉。それは池之窪の

「陸地の孤島」という悪条件を打開するという集落の

共通意識から生まれる自然発生的な自律性から、あえ

て寄合をコーディネートされる必要は無いという現れ

であり、事例Ⅱの滝谷とは性質が異なっている。一方、

滝谷は他を受け入れる柔軟性に優れており、それがコ

ミュニティの質的再生に寄与しているといえる（図３）。	
 

 
■ワラゾウリ教室	
 
〈64〉あの道で出会うてもな、ケンボウ（Dm）くんっちゅって私も言えるし、ほいたら
笑顔でしてくれるしな、嬉しいわ。前におった駐在さんがね、まあ細目に村を回ってく
れる人で、ここらへもおおいっちゅって声かけて、トコトコっと入ってきて、よう見ま
わってくれたんよ。そのお巡りさんが今６年生でおる子ら（ケンボウ）と、ほんまに親
子よりかもっと仲のエエ友達になっとっとよ。毎日っちゅうほどとちゃうけど、ちょこ
ちょこと来てくれるんよ、見回りに来てくれて、年寄りじゃさけね。そらほんまによう
来てくれた。雪ら降ったら必ずね、雪かき来てくれた、駐在さんが。ええ人やっと。た
またまね、落ち葉拾いしたるわってね、その子 Dm 連れてね、ほいで家の車へ乗ってね、
コンテナ持って行ってね、落ち葉拾うて来てくれたことあるよ。ほいたらそのケン坊く
んも一緒にね、行ってきてねっていうとあの駐在さんに色々してもうた。（体験学習講
師	
 Lf	
 80 代）	
 
■書道教室	
 
〈65〉ほいたら校長先生やね、習字もね教えに来たってちゅってね、ほいで行ったこと
あるんよ。ほいたら、５人ぐらいの子供らね、教えてっちゅってね、ここ Lf 家まで来て
ね。ここでね、一緒にしたこともある。ここへ来てね、一生懸命なってしてね、一服し
ようかっちゅったらね、よっしゃっちゅってね、ほいてタアっとこの下のお寺（遍照寺）
へね、もう５分もかからんのに行けるんやして、坂道おりて、ほいてあそこいって鐘つ
いたりねして遊んでね。ほんでまた時期に上がってきてね、あの子らと遊んだの楽しか
った。（体験学習講師	
 Lf	
 80 代）	
 

■池之窪の排他性	
 
〈63〉こないだ初めて保健師さんが来てくれて、鶴の折り紙を教えてもろうて、ちょっ
と折ったけども。私らも３人やし。そんなことわしら不器用で嫌いやし、こっちの村は
してないけど。（池之窪住民 80 代）	
 



図３	
 質的転換とコミュンにティの形成	
 

2）体験学習が生み出すコミュニティの複層性	
 

	
 梁瀬小学校は、学校の縮減化の中で、地域住民を体

験学習の講師として招くことで教育環境の質を保って

いる。Lf（中越）は講師として参加したが、技術伝承
や地域交流という本来の目的に加え、児童 Dm（敷地）
と講師 Lf（中越）との間に派生コミュニティが生み出
されている〈64〉〈65〉。ワラゾウリ教室から派生する
コミュニティは、事例Ⅰと関連しており、Dm（敷地）
と駐在さんが友達関係にあり、また Lf（中越）と Dm
（敷地）は体験学習の知合いであるため、Lf（中越）
の家の落ち葉広拾いに、Dm（敷地）と駐在さんが来
るという複層的なアクティビティが生まれた。それは

普段の駐在さんと住民 Lf（中越）という関係から、子
供が加わることで、愛他性あふれる付合いへと発展し

ていく〈64〉。質的転換の中で様々な部分で発生する
コミュニティが複層的に絡み合うことで新たなアクテ

ィビティを創発している。（図３） 
7.結論	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
	
 縮減化社会の中で地域活性化を目的としたハード事

業は、縮減化に伴う変化に対応しきれない部分があり、

効果が得られにくい。またソフト事業での制度化は、

縮減化に伴う変化への対応に乏しく、事業の質を担保

することは困難である。そもそも制度は都会的な施策

であるため、都市化が進み縮減化を迫られる集落に対

しては、差異が生じるのは当然である。つまり縮減化

社会では、一般性を追求した効率的な対応ではなく、

個々の要素に対する質の担保や質の向上などホスピス

な取り組みが求められている。 
	
 変化に乏しい社会制度に対して、脱制度的な取組み

はホスピスに対する効果を発揮している。また自然発

生的な質の転換は、縮減化が迫られる中での、住民の

生活の工夫であり、制度を脱する１つの手段でもある。

ホスピスな取り組みとしては、事例Ⅰ~事例Ⅲのよう

に柔軟化は効果が得られやすいが事例Ⅳのようにあえ

て形式化するというような住民の工夫も見られた。つ

まり自然発生の住民の知恵は無限大に広がり、地域の

変化に順応する可能性を秘めている。 
	
 地域に存在する小さなコミュニティが複層的に交わ

ることによって、多様性に満ちたアクティビティを創

発する。それはコミュニティの縮減化の中で、その質

を転換し、新たな質を生み出していく。縮減化社会の

中で生成される地域性溢れるコミュニティの複層性が

連鎖することで、地域は変容を遂げながらも、質は担

保され生活環境は向上する。それは縮減化を迫られて

いる山村集落では効果を発揮し、ホスピス型地域づく

りの可能性を秘めている。 



質疑応答	
 M10TD038	
 平岡翔太  
 
嘉名先生：研究として致命的な点がある。本編を拝見していると研究の位置付けが書かれてない。ちゃんと色んな人か

ら話し聞いて、それをまとめているという部分には敬意を表するし、これちゃんと読むと一個一個ちゃんと記述されて
いる。それは評価している。やっぱり論文として出すからには、周辺の関連の研究であるとか、中山間地域の縮退して

いる空間を支えようとしているかということは農村計画であるとか、都市計画であるとか、建築関係でもあると思いま

す。たくさんの興味関心持っている研究者がたくさんいらっしゃって、色んな集落で研究はしていると思うし、私が知
っているだけでも、それを何とかシステム化しようというような、そういった取組しているところたくさんあると思い

ます。それをやっぱりちゃんとレビューしないで、これを書くっていうのはやっぱりまずいのではないかという気がす

る。だからそれは最低限やっていただきたいなというふうに思います。 
 
内田先生：理想とするホスピス型の社会というのはこんなもんだと、色々具体的な内容を踏まえて示して頂いたって言

う風に理解したら分からんでもないですけど、地域づくりに関する研究、ホスピス型の地域づくりって、具体的にどの
ようなことですか？ 
 
発表者：ホスピス型の地域づくりとは、結論にも述べているように、地域の自然発生的に出てくるような質的の転換が
あります。それと地域の中にコーディネーターとしての役割を担っている人が入って・・・ 
 
内田先生：その時にね、ほっておいたら、あちこちこのようなものは出来ているじゃないですか。ほって置いたら良い
よって言うことですか？ 
 
発表者：それは条件によって、発生要因というのがありますが、そこの分類までは今回の研究では出来ていないですけ
ど、そのような調査は今後の課題となっていくと考えています。 
 
内田先生：地域づくりに関する研究にはまだ至っていない。 
 
発表者：そうですね。今回はある集落の事例を把握することによって、ホスピスの可能性を見ていくということを行っ

たという研究なのですが。 
 
内田先生：もう一つね。例え少数であってもと書いていますけど、相対的にはコーディネーターの比率高いんですよね。

結局は駐在さんにしても、保健師さんにしても、既存の制度に乗っかって来ている人が、相対的に実は１人だけども、
相対的には余裕があるから、色んな事ができますよ。柔軟に対応することが出来ますよね。それが理想ですよね。じゃ

あ既存の制度で余裕を持って、人を配置するということで、いいんじゃないのっていう部分が。 
 
発表者：集落が小さいからこそ、１人の力がすごく大きいというのを伝えたかったというのが、１つで。 
 
内田先生：それだったらホスピス型地域づくりって新たに言うような話ですかね？ 
 
発表者：新たに地域づくりの提案をすると言うよりは、元々ある集落の中で行われているホスピスな要素を抽出して、

今回事例にまとめたというものなのですけど。 
 
内田先生：ホスピス型の社会というのが、ありうるということなのですか？ 
 
発表者：それに近いのだと思います。 
 
内田先生：ホスピスは、元々はターミナルケアの一つですよね。だから最終的にはこのコミュニティというのは死ぬこ
とを前提で付き合うということでよろしいのですか？保健婦さんや駐在さんは、このコミュニティが無くなるまで、将

来いない訳じゃないですか。 
 
発表者：それに関しては、保健師の例で言うと、健康教室という会が開かれた後に、担い手によってそれが引き継がれ

るというプロセスがあるじゃないですか。そのよって持続していく。 
 
内田先生：それで持続していくという話になるんですけど、ターミナルであるとかホスピスとは違うと思います。 
 
発表者：その縮減していく中でも、持続していくというのは今回述べたかったことで、ただ縮減していく中で、それが
消滅していけば、生活環境が悪くなる中で、消滅していくだけであって。 
 
内田先生：色々魅力的な言葉を使っていますけど、まだ何か逆に言葉に弄ばれているような気がします。 
 
藤本先生：今のホスピスの現況のサンプルが出てきている話を聞いていて、過疎の田舎の現状で、集落構成している中

っていうのが、ああ同じような事やっているなというような感じで、今この地域だけで、出てきているホスピスのタイ
プでも無いような気がするけど、それはどうですか？ここのかつらぎ町の花園地区だけの話なのかな？ 
 
発表者：地域性というのも１つあると思うんですけど、まだ今回は事例というのがたくさん無いので、まだそこまで実
証できていないというのが。 


